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1. はじめに 

内水圧を利用するパイプラインでは，漏水現

象により水利システムの脆弱性が顕在化する．

漏水現象の同定には，浅田ら 1)による水理解析

による試みや，弾性波検出 2)を用いた計測が行

われている．本報では，疑似漏水を既設パイプ

ラインで発生させ，その弾性波特性を検出・評

価した実証的検討結果を報告する． 

2. 疑似漏水波の発生と対象施設 

2.1 計測施設 

計測対象は，システムが水槽～単一管路～バ

ルブ系の送水パイプラインである．全長約

18km，管径 φ1,000～600 mm である．管種は

鋼管およびダクタイル鋳鉄管である．システム

内部の設計最大水圧は 2.618 MPa である．疑似

漏水は弾性波計測地点近傍の排泥工を全開し，

模擬した． 

2.2 計測条件 

水理現象起源の弾性波は，パイプライン末端

部の制水弁を閉塞することにより発生させた．

その際，水圧計により管内の圧力変動を同定し

た．管内から発生する弾性波は AE 法を用いて

検出を試みた．AE 計測条件は，閾値 42 dB，増

幅 60 dB，使用センサ 150 kHz 共振型である．

AE 計測は，末端バルブ操作地点に加えて，末

端から約 7.0 km および末端から約 14.1 km の 2

地点である．本報では，末端バルブ操作地点に

おける計測結果を考察した． 

3. 結果および考察 

計測施設ではバルブ操作に伴う管内で発生

する弾性波特性が異なっていた．検討結果を図

-1に示す．計測対象施設では，止水状態から本

管に設置された末端制水弁を開放することに

より，段階的に流速の上昇が確認され，0.45 m/s

で流況を安定させた後に，上流側排泥弁（疑似

漏水）を開放した．排泥弁開放後，末端制水弁

は徐々に閉塞した．その間，流速は低下し，約

1,980 s で完全閉塞を確認した．AE 指標は，累

積 RMS で評価した結果，疑似漏水である排泥

弁の操作過程において AE の頻出が検出され，

累積 RMS の上昇が確認された．検出波の一例

を図-2に示す．この原因は，管内流況の変質と

物理環境の変化により弾性波発生挙動が影響

を受けたものと推察される． 

4. まとめ 

本報では，疑似漏水を既設パイプラインで

発生させ，その弾性波特性を検出・評価した．

検討の結果，疑似漏水の発生前後で AE 指標で

ある累積 RMS の変質が確認され，AE 法によ

る精緻な水理現象起源の弾性波検出が可能で

あることが示唆された． 
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図-1 管内流況と検出波指標（累積 RMS）との関係 

 

 

 

 

図 2 検出した AEの一例（左：時刻歴波形，右：ウェーブレット解析結果） 
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